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GNSS Campaign観測による2016年熊本地震の余効変動

Post-seismic displacements of the 2016 Kumamoto Earthquake by

GNSS Campaign measurements
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　1999年10月以降布田川-日奈久断層帯において，地殻浅部の地震活動が活発化し，2000年6月にマグニ

チュード4.8の地震が日奈久断層北端部で発生した．我々は日奈久断層深部のすべりの有無を明らかにし，断

層へのローディングプロセスに関する知見を得るために，宇土市住吉町から美里町早楠の日奈久断層に直交す

る西北西〜東南東方向約30kmの測線上に11ヵ所の基準点（Fig1，KM01ーKM11）を設定し，2000年から

2010年までGNSS Campaign観測を始めた．基準点では木製精密三脚を使用してアンテナを固定し，２〜３日

間のデータを取得していた． 

 

　2016年4月の熊本地震発生後，急遽同測線の再測定を行った。観測中も地震活動は活発であったが、三脚の

ずれは一部の観測点（KM04，2mm）を除いて生じなかった．これらの熊本地震発生時の地殻変動については

最大で50cmの地殻変動が観測された．ただし，日奈久断層近傍では変位量が比較的小さくなっていることか

ら，地震断層は地表に到達していないこと，また断層の食い違いは，測線の北側の日奈久断層北部セグメント

内におさまっていること．地下の地震断層は，地表で確認されている活断層のトレースより1〜2km程度海側

に寄っていることが分かっている．また，測線の南部の日奈久断層の中部・南部セグメントは今回の活動でま

だ大きく動いていないことも分かった． 

 

　熊本地震発生後も，余効変動は日奈久断層も含めて非常に活発な状態が現在も継続しており，その余効変動

を調べる目的で同測線の再測定を2016年7月上旬，2017年7月上旬に実施した． 

　また，2016年7月下旬に八代郡氷川町の日奈久断層に直行する北西〜南東方向約10kmの測線上に新たに6か

所の基準点（KM13ーKM18）を設定し（南測線），同様に２〜３日間の測定を行った。これらの取得データ

から余効変動の推測を行う． 
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